


私に影響を与えた１冊——「プラトンをめぐって」角田幸彦著

　2008年6月、民主党の大統領候補選に勝利したバラク・オバマ上院議員の演説の最後では「この
偉大な国がいついかなるときも、自分たちの理想の姿、自分たちの最高の理念を反映するもので

あるように」と言っている。

　「最高の理念」とはイデアであり、それは、美、正、善、など必然的な本質を内に持っている

という。これはソクラテスにとっては確信であった。

　プラトンは国家の形態が、名誉支配制から、寡頭制（かとうせい）へと移行すると言うのだが

、その後の“変化”が、金持ちたちとの戦いに貧しい人々が勝利して成立する“民主制”である。
　つまり、「自分たちの最高の理念を反映する」と言った時、“変化”させる“民主制”として理解
され、CHANGEと一貫する。
　しかしソクラテスは民主制で処刑されたのだ。

　最高の理念とは民主制で裏切られ、さらなる理想としての最優秀者支配制を思い描くのであ

るが、そんな厳格にも優れた人間が統治する国制とは、どの時代にも存在したことはない。

　オバマ氏の少ない政治経験を補うのは、ハーバード大学法科大学院卒業のエリート主義者とし

てであり、現実には労働者と共に階級闘争としての選挙戦に臨む左派としてであり、空想的には

メリカ発、世界金融危機を救う救世主を夢見る。

　プラトンは民主制に反対し、エリート主義を夢見るのだが、それは僭主制（せんしゅ:傲った
支配）の改良型でもある。

　このようにプラトンと政治は切り離せないもので、その意味においてイデアとは、善なる国制

の強調であり、そんな高められた理想である。国家の善さとは人間の魂の自然（本性）の善さに

対応したものであり、性善説に基づいた真の幸福の追求である。

　アメリカにおいても、左派なる民主党では、国民主権よりも、より僭主的であるのは事実だ

ろう。

　しかし現象心理学のL.ビンスワンガーは「人生は硬化した一般的原理・限界を認めない教義か
らなっているのではなく、それは常にその都度の限界を規定する不合理な要因である」と説いて

いる。

　大統領となったオバマ氏の理想も、金融危機と、減税と、戦争と、景気後退という、数々の不

合理な要因に打ちのめされた。2年目の一般教書演説では、急騰し続ける社会保障ために超党派で
の教義という限界を認めなければならなくなったのだ。

　アリストテレスによれば「悪しき民主制は貧困者の利益を目指す国制である」のだから、オバ

マ大統領が熱心に推し進めた公的医療保険制度なども悪しき民主制となってしまう。そういう意

味ではオバマ氏は国制を統治すべき最善の人間ではないことになる。『公共の利益』とは、公共



の真なる幸福であり、社会的共通なもの、貧富どちらかにも偏らない利益なのである。「天に捧

げる」のは、そんな“善き国政”なのだ。それゆえに次期米大統領の勝利演説では奴隷制について語
り1つのアメリカを強調した。人権を尊重することこそ“善き国政”だ、と。
　そして2012年の一般教書演説では「平等となるような経済の再生」、「労働者の平等な報酬」
、「中国の不公正な貿易を正し平等なフィールドを目指す」との“善き国政”を強調している。
　その内容の大半は内需刺激策であるのだが、特に「政府の救済処置や援助金はもうない。責任

逃れもさせない。持続する米国を建設するために、全ての人々に責任を果たしてもらう」は、絶

望的にも支配的だ。

　富裕層の増税では「ウォーレン・バフェット氏」を名指しして、「低い税率で税金を払って

いる」と断じている。

　しかしどんなにオバマ大統領が最優秀者支配制を夢見ても、民主制の下で変化させられる１人

であることには変わりがない。No you can't. 僭主であれば別だが……。

                                                                          
　2011年2月、チュニジアから起きた民主化デモによる革命は、エジプトにも飛び火し、ムバラク
大統領も辞任する事態となり、中東全土に拡大した。

　リビアではデモ隊に空爆し800人を虐殺、という報道もある。トラシュマコスの正義のように、
独裁者・僭主は、育てられた国民である父を隷属させ、さらに弾圧、殺害しても超法規的な存在

でいられるのである。

　そして支配者のカダフィ大佐は、そんな自分の政治理念を貫き殉職する。独裁者の勝利として

の30年間の政権維持を誇りながら。


